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はじめに 

 

「赤外線通信機能付電力量計用 誤結線検出アプリケーション」（以下、本アプリ）は、電力量

計から取得できる項目を利用して、引き渡し書類やデータファイルの作成、また電力量計が正し

く配線されているかの確認を行うためのツールです。 

 

本書は、本アプリを正しくご使用いただくために、操作方法や注意事項などについて説明して

います。 

 

説明内容などでご不明な点がございましたら、必ず弊社までお問い合わせください。 
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アプリの概要とシステム構成 

アプリの概要 

◼ 動作環境 

本アプリは以下の環境で動作します。 

 

・Windows10/11 OS 搭載の端末 

（※本アプリ実行に必要な Javaは ZIPファイル内に同梱されています。 

  本アプリの実行方法は後述の“セットアップについて”をご参照ください。） 

・Bluetooth(SPPペアリング)通信に対応している端末 

 

◼ 機能一覧 

 本アプリの機能一覧を以下に示します。 

 

機能 説明 

データ 

ファイル 

作成・選択 

本アプリにて情報を転記するエクセルファイルを新規作成、もしくは

既存のエクセルファイルを対象として指定します。 

計器情報取得 計器から設定値/現在値の情報を取得し、画面に表示します。また、

その情報をエクセルファイルに転記します。 

誤結線確認 計器が正しく配線されているかの確認を行います。また、その結果を

エクセルファイルに転記します。 

計量値確認 計器が正しく計量できるかの確認を行います。また、その結果をエク

セルファイルに転記します。 

 

◼ 対象計器一覧 

本アプリに対応している赤外線通信機能付計器と、利用可能な機能を以下に示します。 

  

計器 データファイル

作成・選択 

計器情報取得 誤結線確認 計量確値認 

コンパクト 

EMシリーズ 
〇 〇 〇（※1） 〇 

埋込型計器 〇 〇 － 〇（※2） 

E-FMシリーズ 〇 〇 － 〇 

※1：VT付き計器は対象外 

※2：無効計器は対象外 
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システム構成 

◼ 誤結線検出アプリケーション 

・本アプリを指し、Windows PC上で動作します。 

 

◼ 赤外線通信機（TP-BT） 

 ・本アプリを実行する PCと Bluetooth(SPPペアリング)通信で接続します。 

 ・TP-BTと計器は赤外線通信で通信を行います。 

 ・使用方法については該当製品のマニュアルを参照してください。 

 

◼ 配線チェック機 

 ・誤結線判定機能にて使用する模擬負荷となります。 

 

◼ 電力量計 

 本アプリの対象となる計器一覧を以下に示します。 

 

シリーズ 型名 

コンパクト 

EMシリーズ 

・単相 2線式: 

A1GA-RLS31,A1GA-TLN2r,A1GA-TLN2,A1GA-TLN1r,A1GA-TLN1,A1GA-

TLN11r,A1GA-TLN11 

・単相 3線式: 

A2GA-RLS31,A2GA-TLN2r,A2GA-TLN2,A2GA-TLN1r,A2GA-TLN1,A2GA-

TLN11r,A2GA-TLN11 

・三相 3線式: 

A3GA-RLS31,A3GA-TLN2r,A3GA-TLN2,A3GA-TLN1r,A3GA-TLN1,A3GA-

TLN11r,A3GA-TLN11,AP3GA-TLN1r,AP3GA-TLN1,AP3GA-TLN11r, 

AP3GA-TLN11 

埋込型計器 ・単相 2線式: 

A1D-RLS27V,A1D-RLN2SV 

・単相 3線式: 

A2D-RLS27V,A2D-RLN2SV 

・三相 3線式: 

HP3D-RLS28V,HV3D-RLS28V,A3D-RLS27V,AP3D-RLS27V,AP3FD-

RLS27V,A3D-RLN2SV,AP3D-RLN2SV 

・三相 4線式: 

A4D-RLS27V,A4D-RLN2SV 

E-FMシリーズ ・三相 4線式: 

A8JA-RL,A8JA-RLS31,A8JA-RLN2 
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◼ 構成図 
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セットアップについて 

◼ 本アプリのインストール 

① 弊社公式ホームページからソフトウェアをダウンロードします。 

トップページより「製品・サービス情報」から「各種ダウンロード」をクリックします。

URL：https://www.osaki.co.jp/ 

 

 

② 「ソフトウェア」より「赤外線通信機能付電力量計用 誤結線検出アプリケーション」をク

リックします。 
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③ 利用規約の同意欄にチェックを入れ、申込フォームを記入し「確認」をクリックします。 

※16 製品 IDは赤外線通信機器正面に記載されている内容をご入力ください。 

（例：“EDMI00000” EDMIと番号の間のスペースは不要です。） 

 

④ 入力内容をご確認の上、送信ボタンをクリックします。 

⑤ 入力フォームへご登録のメールアドレス宛にダウンロードページの URL をお送りいたします

のでメールをご確認ください。 
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⑥ ダウンロード用 URL よりファイルダウンロードをクリックします。 

 

 

⑦ メールに記載されたパスワードを入力してログインします。 
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⑧ ダウンロードファイルを選択するとダウンロードを開始します。 

 

 

⑨ ダウンロードした ZIP ファイルを解凍します。 

 

⑩ 解凍したフォルダ内の「start-up.bat」を実行することで、本アプリが起動します。 

※本アプリのご利用には、PCと TP-BT（赤外線通信機）のペアリングが必要です。 

（ペアリング方法については次項の”PCと TP-BTのペアリング”をご参照ください。） 
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◼ PC と TP-BT のペアリング（Windows 10 の場合） 

①「Bluetoothとその他のデバイス」から「Bluetoothまたはその他のデバイスを追加する」を

クリックします。 

 

 

② 「デバイスを追加する」から「Bluetooth」を選択します。 

 

 



11 

 

③ 対象の TP-BTを選択します。（BLEが付かない方の名称を選択） 

デバイス名：“EDMI VX_YYYYY”（“X”,“YYYYY”は任意の数字） 

 

 

④ PIN「1234」を入力して「接続」をクリックします。 
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⑤ PCと TP-BTがペアリングされていることを確認します。 
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◼ PC と TP-BT のペアリング（Windows 11 の場合） 

①「設定」⇒「Bluetooth とデバイス」から「その他のデバイスを表示」をクリックします。 
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②「Bluetoothとデバイス」⇒「デバイス」から「新しいデバイスを“Windows アカウント

名”に接続する」⇒「デバイスの追加」ボタンをクリックします。 

l 

※本作業時は、「クイックペアリングを使用して接続するための通知を表示する」のトグルス

イッチを「オフ」に、「Bluetoothデバイスの検出」を「詳細」に選択してください。 
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③「デバイスを追加する」から「Bluetooth」を選択します。 
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④対象の TP-BTを選択します。（BLEが付かない方の名称を選択） 

デバイス名：“EDMI VX_YYYYY”（“X”,“YYYYY”は任意の数字） 
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⑤PIN「1234」を入力して「接続」をクリックします。
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⑥PCと TP-BTがペアリングされていることを確認します。 
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画面説明 

 本アプリの画面について説明します。 

 

 

 

 本画面のメニューバーの機能について以下に示します。 

 

・「Home」： 

 ⇒「終了」：本アプリを終了します。（右上の「×」ボタンでも終了できます。） 

 

・「Menu」： 

 ⇒各機能の画面へ遷移します。 

  （データファイル作成・選択 / 計器情報取得 / 誤結線確認 / 計量値確認） 

 

・「Help」： 

 ⇒「version確認」：本アプリの versionを確認します。 

 

以降の項目では、各画面の機能についての説明を記載します。 

  



20 

 

１. データファイル作成・選択画面 

本画面では、転記するエクセルファイルの新規作成、もしくは既存ファイルの指定を行いま

す。 

 

 

① 「ファイルタイプ選択」： 

出力するエクセルファイルのフォーマットを指定します。 

 

② 「新規にデータファイルを作成する」： 

新規に作成するファイル名をテキストＢＯＸに記入し、「新規データファイル作成」ボタンを

クリックすると、フォルダ選択ウインドウが開きます。作成場所を指定すると、対象のフォルダ

に新規ファイルを作成します。 

 

③ 「既存データファイルを使用する」： 

「既存データファイル選択」ボタンをクリックすると、②で作成した既存のファイルを対象

として選択します。（①で指定したフォーマットではないファイルは選択できません。） 

 

④ 「書き込み対象データファイル」： 

②もしくは③で指定した対象のファイルパスが表示されます。  

③ 

④ 

① 

② 

① 
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２. 計器情報取得画面 

 本画面では、計器と通信を行い、設定値/現在値の情報を取得します。また取得した情報は指

定したエクセルファイルに転記することが可能です。 

 

I. 初期状態 

 

 

① 「TP-BT接続状態」： 

アイコンをクリックすると、PCとペアリングした TP-BTとの接続を行います。接続後は画面

表示Ⅱ（TP-BT接続後）に移行します。 

 ※既に他画面にて TP-BTと接続していた場合、画面表示Ⅱが表示されます。 

 

  

① 
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II. TP-BT接続後 

 

 

②「計器情報取得」： 

計器との通信を行い、設定値/現在値の読み出しを行います。 

読み出した情報は画面上に表示されます。（画面表示Ⅲ「計器情報取得後」） 

 ※既に他画面にて計器情報を取得していた場合、画面表示Ⅲが表示されます。 

 

  

② 
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III. 計器情報取得後 

（１）ファイルタイプ A選択時 

 

 

③「データファイル保存」： 

計器から取得した情報を、指定したデータファイルに転記します。 

「データファイル作成・選択」画面にて、転記するエクセルファイルを指定した場合に本ボタ

ンが有効となります。 

 

  

③ 
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（２）ファイルタイプ B選択時 

 

 

③「データファイル保存」： 

計器から取得した情報を、指定したデータファイルに転記します。 

 

④「計量対象名」： 

 本テキストボックスに記入した内容を、データファイル内の該当の項目に転記することができ

ます。（記入可能な文字数は 100文字以下となります。） 

  

③ 

④ 
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（３）ファイルタイプ C選択時 

 

 

③「データファイル保存」： 

計器から取得した情報を、指定したデータファイルに転記します。 

・「盤名称」「管理 No.」コンボボックス（⑥,⑦）を選択済の場合、 

データファイル内の選択対象と一致する“管理 No”が記入されている行に転記します。 

・「盤名称」「管理 No.」コンボボックス（⑥,⑦）が未選択の場合、 

  データファイル内の、保存対象計器の“製造 No”と一致する行に転記します。ファイル内   

  に対象の“製造 No”が存在しない場合は、空白行に転記を行います。 

 

④「階」： 

 選択したファイル内の対象列に記入されている項目をリスト表示します。選択した場合、対象

の“階”にマッチする“設置場所”、“盤名称”と“管理 No.”を該当のコンボボックス（⑤,

⑥,⑦）にリスト表示します。 

 

⑤「設置場所」： 

 選択したファイル内の対象列に記入されている項目をリスト表示します。選択した場合、対象

の“設置場所”にマッチする“階”、“盤名称”と“管理 No.”を該当のコンボボックス（④,

⑥,⑦）にリスト表示します。 

③ 

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

➈ 
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⑥「盤名称」： 

 選択したファイル内の対象列に記入されている項目を表示します。選択した場合、対象の“盤

名称”にマッチする“管理 No.”を該当のコンボボックス（⑦）に表示します。 

 

⑦「管理 No.」： 

 選択したファイル内の対象列に記入されている項目を表示します。選択した場合、対象の“管

理 No.”にマッチする“計量対象名”を該当のテキストボックス（⑦）に表示します。 

 

⑧「計量対象名」： 

 ・「盤名称」「管理 No.」コンボボックス（⑥,⑦）を選択済の場合、 

  指定した” 管理 No.”に対応する”計量対象名”をテキストボックスに表示します。 

・「盤名称」「管理 No.」コンボボックス（⑥,⑦）が未選択の場合、 

  本テキストボックスに記入した内容を、データファイル内の該当の項目に 

転記することができます。（記入可能な文字数は 100文字以下となります。） 

 

➈「同一計器 IDの連続転記確認」/「同一管理 Noの連続転記確認」： 

 同一の“計器 ID”/”管理 No”を連続でファイル保存する際に確認ダイアログを表示します。 

 チェックボックスの“ON”/“OFF”で本機能の有効 / 無効を切り替えることができます。 
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３. 誤結線確認画面 

本画面では、設置した計器が正しく配線されているかを、配線チェック機と組み合わせて使用

することにより確認します。確認結果が異常の場合は、どのように誤配線したかのパターンを表

示します。結果が正常の場合は、続けて計量値の確認も行うことが可能です。 

 

I. 初期状態 

 

 

①「TP-BT接続状態」： 

アイコンをクリックすると、PCとペアリングした TP-BTとの接続を行います。接続後は画面

表示Ⅱ（TP-BT接続後）に移行します。 

 ※既に他画面にて TP-BTと接続していた場合、画面表示Ⅱが表示されます。 

 

 

 

  

① 
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II. TP-BT接続後 

 

 

②「計器情報取得」： 

計器との通信を行い、設定値/現在値の読み出しを行います。 

読み出した情報は画面上に表示されます。（画面表示Ⅲ「計器情報取得後」） 

 ※既に他画面にて計器情報を取得していた場合、画面表示Ⅲが表示されます。 

 

 

 

  

② 
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III. 計器情報取得後 

 

 

③「接続機器」： 

計器に接続している模擬負荷をリストから選択します。 

また、接続する機器の台数（範囲：1～100）をテキストボックスに記入します。 

 

④「判定準備」： 

判定に用いる理論値をセットします。本ボタンをクリック後、誤結線判定が可能になります

（画面表示Ⅳ「判定準備完了後」） 

 「正常判定時に続けて計量を実施」： 

チェックを入れた場合、誤配線確認結果が正常の時、続けて計量値確認試験を行います。ま

た、計量値確認試験において、1回目の計量値取得と 2回目の計量値取得の間に設ける待ち時

間（1秒単位もしくは１分単位）をテキストボックスに指定できます。 

 

 

  

③ 

④ 
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IV. 判定準備完了後 

 

 

⑤「判定・計量開始」： 

誤結線判定を行います。判定結果が正常の場合は、下記 Ⅳ.－Ⅰ（判定結果：正常）のような

表示となり、「正常判定時に続けて計量を実施」にチェックを入れていた場合、続けて計量値確

認を行います。判定結果が異常の場合は、下記 Ⅳ.－Ⅱ（判定結果：異常）のような表示となり

ます。 

 

⑥「計器情報更新」： 

 アイコンをクリックすると、通信により計器の設定値/現在値を再取得します。取得した情報

で計器情報の表示を更新します。 

  

⑤ 

⑥ 
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IV. －Ⅰ 判定結果：正常 

 

 

⑦「判定結果だけでなく再度配線を確認したため、データファイルに保存する」： 

 チェックを入れた場合、⑧の「データファイル保存」ボタンが有効になります。 

判定結果と実際の配線が正しいことを確認した上で、本項目にチェックを入れて下さい。 

 

⑧「データファイル保存」： 

本ボタンをクリックすると、誤結線判定結果および計量値確認結果を指定したデータファイル

に転記します。 

 

  

⑦ 

⑧ 
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IV. －Ⅱ 判定結果：異常 

 

 

⑨「詳細表示」： 

本ボタンをクリックすると、誤配線パターンを別ウインドウに表示します。 

表示されるウインドウの画面例を以下に示します。 

赤字で強調される線が、誤った結線を行っていると推定される個所です。 

   

⑨ 
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４. 計量値確認画面 

 本画面では、計器の計量値の推移を自動的に確認します。 

 

I. 初期状態 

 

 

①「TP-BT接続状態」： 

アイコンをクリックすると、PCとペアリングした TP-BTとの接続を行います。接続後は画面

表示Ⅱ（TP-BT接続後）に移行します。 

 ※既に他画面にて TP-BTと接続していた場合、画面表示Ⅱが表示されます。 

 

 

 

  

① 
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II. TP-BT接続後 

 

 

②「計器情報取得」： 

計器との通信を行い、設定値/現在値の読み出しを行います。 

読み出した情報は画面上に表示されます。（画面表示Ⅲ「計器情報取得後」） 

 ※既に他画面にて計器情報を取得していた場合、画面表示Ⅲが表示されます。 

 

 

  

② 
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III. 計器情報取得後 

 

 

③「指定時間後に再度計量を実施します」： 

 チェックを入れた場合、1回目の計量値確認に続けて右側のテキスト BOX に入力した待ち時間

（1秒単位もしくは１分単位）が経過した後に、2回目の計量値確認を自動で行います。2回目

の計量値確認が完了した後に差分の計量値を表示します。 

（※ただし、表示される経過時間は、計器との通信を行う関係上、指定した待ち時間以上の値と

なります。） 

 

④「計量開始」： 

クリックすると計量値確認を開始します。③のチェックを入れていない場合、「計量終了」ボ

タンが有効となり、「計量終了」ボタンをクリックすることで 2回目の計量値確認を行います。2

回目の計量値確認完了後、差分の計量値を表示します。（画面表示Ⅳ「計量値確認完了後」） 

 

 

  

③ 

④ 
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IV. 計量値確認完了後 

 

 

⑤「データファイル保存」： 

 確認した計量結果を指定したファイルに転記します。 

 1台の計器につき 3回分の結果まで、ファイルに保存できます。 

 

⑥「クリア」： 

 表示されている計量結果を消去します。表示を消去することで、再び「計量開始」ボタンが有

効になります。 

 

⑦「計器情報更新」： 

 アイコンをクリックすると、通信により計器の設定値/現在値を再取得します。取得した情報

で計器情報の表示を更新します。 

 

 

 

 

  

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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